
第６章　選択性II- 位置選択性 -

6.5 ケトンの位置選択的アルキル化

2.　速度論エノラートか熱力学エノラートか

反応のエネルギー図
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活性化エネルギー：反応速度を支配

エンタルピ−差：反応の方向を支配

大きいほど遅い

発熱大きいほど有利
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四置換アルケン
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Eact大：低温では超えら
れない

低温 高温

高温で主生物：熱力学制御

低温で主生物：速度論制御
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多置換アルケンほど安定
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遷移状態

出発物

生成物

熱力学制御：生成物間に平衡がある時


